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創
立
１
３
０
年
と
２
０
１
０
年
４
月
に
人
間
科
学
部

（
心
理
学
科
・
社
会
学
科
）
を
開
設
し
、
文
学
部
を
人

文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科
な
ど
か
ら
な
る
７
学
科
に

改
組
す
る
こ
と
を
記
念
し
て
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
き

づ
ら
さ
の
ゆ
く
え
」
が
１１
月
６
日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。

メ
デ
ィ
ア
で
鋭
い
意
見
を
発
信
し
続
け
る
香
山
リ
カ

氏
（
精
神
科
医
・
立
教
大
学
現
代
心
理
学
部
映
像
身
体

学
科
教
授
）
と
上
野
千
鶴
子
氏
（
社
会
学
者
・
東
京
大

学
大
学
院
教
授
）
の
講
演
の
後
、
本
学
教
員
も
加
わ
っ

て
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
豊
か
だ
が
、
生
き
づ
ら
い

社
会
」
に
生
き
抜
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
我
々

が
な
す
べ
き
課
題
に
つ
い
て
論
じ
た
。
約
６
０
０
人
が

熱
心
に
聴
き
入
っ
た
。

本
学
文
学
部
で
非
常
勤
講

師
と
し
て
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー

論
を
講
義
し
た
経
験
も
あ
る

香
山
氏
は
「
生
き
る
の
が
し

ん
ど
い
、
と
言
う
若
者
た
ち

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

傷
つ
き
や
す
い
一
方
で
攻
撃

的
な
面
も
あ
る
現
代
の
若
者

た
ち
に
つ
い
て
論
じ
た
。
彼

ら
は
、
「
低
い
自
己
肯
定
感

と
高
い
自
己
実
現
欲
求
を
併

せ
持
っ
て
い
る
」
と
し
、「
自

分
の
可
能
性
を
１００
％
発
揮
し

な
け
れ
ば
、
人
生
の
意
味
が

な
い
。
何
者
か
に
な
ら
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
と
考
え
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
若
者
が

増
え
て
い
る
現
実
に
つ
い

て
、
「
新
自
由
主
義
が
も
た

ら
し
た
二
極
化
し
た
価
値
観


オ
ー
ル
グ
ッ
ド
か
オ
ー
ル

バ
ッ
ド
か
、
が
経
済
だ
け
で

な
く
心
に
も
影
響
を
及
ぼ

し
、
そ
れ
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

化
し
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」
と
話
し
た
。

上
野
氏
は
「
ネ
オ
リ
べ
改

革
が
も
た
ら
し
た
も
の
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。
社
会
で
起

こ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
心

理
学
用
語
で
読
み
解
く
こ
と

が
流
行
し
て
い
る
中
、
心
理

学
で
は
、
生
き
づ
ら
さ
は

「
心
」
か
ら
く
る
と
し
て
い

る
が
、
社
会
学
で
は
、
心
の

外
側
で
あ
る
「
社
会
」
か
ら

説
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
と

主
張
し
た
。

ネ
オ
リ
べ
（
ネ
オ
リ
ベ
ラ

リ
ズ
ム

新
自
由
主
義
）
に

よ
っ
て
、
社
会
的
な
格
差
が

い
た
る
と
こ
ろ
で
拡
大
し
て

き
た
と
指
摘
。
い
つ
社
会
的

弱
者
に
な
る
か
と
皆
が
不
安

を
抱
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
不
安
を
解
消
す
る
に

は
、
負
担
を
分
か
ち
合
う
仕

組
み
を
作
り
、
社
会
改
革
を

通
じ
て
、
人
間
の
安
全
を
保

障
す
る
社
会
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
話
し

た
。

社
研
・
檀
国
大
学
と
合
同
研
究
会
／
駐
日
パ
キ
ス
タ
ン
大
使
が
講
演
…
…
…
…
❷

特
別
展
「
二
つ
の
モ
ダ
ー
ン
」
／
桑
名
市
博
物
館
で
「
駒
井
重
格
の
軌
跡
」…
…
❸

オ
ー
ル
専
修
で
応
援
に
行
こ
う
！

第
８６
回
箱
根
駅
伝
応
援
特
集
…
…
…
…
❻
❼

「
石
鳳
会
計
研
究
会
」大
健
闘
∥
全
国
大
学
対
抗
簿
記
大
会
…
…
❽

「
日
本
海
岸
林
学
会
」で
成
果
発
表
∥
浅
野
ひ
か
る
さ
ん
…
…
…
❾

大
熊
悠
人
さ
ん
・
全
日
本
学
生
囲
碁
十
傑
戦
で
準
優
勝
／

奥
瀬
ゼ
ミ
・
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ワ
ー
ド
で
優
秀
賞
…
…
…
…
❿

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
香
山

氏
、
上
野
氏
に
加
え
て
、
本

学
の
大
庭
健
文
学
部
教
授

（
哲
学
・
倫
理
学
）
、
嶋
根

克
己
文
学
部
教
授
（
社
会
学

・
人
間
科
学
部
教
授
就
任
予

定
）
を
パ
ネ
リ
ス
ト
に
、
下

斗
米
淳
文
学
部
教
授
（
社
会

心
理
学
・
人
間
科
学
部
教
授

就
任
予
定
）
が
進
行
役
と
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
が
生

き
づ
ら
さ
を
感
じ
て
い
る
現

代
社
会
に
お
い
て
、
生
き
づ

ら
さ
の
再
生
産
を
さ
せ
な
い

た
め
に
、
我
々
が
目
を
向
け

て
い
く
べ
き
課
題
に
つ
い
て

「
心
」と「
社
会
」の
両
面
か
ら

考
察
し
、未
来
を
展
望
し
た
。

◇

＊
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
生
き
づ
ら

さ
の
ゆ
く
え
」
の
記
事
は
、
１２

月
中
に
産
経
新
聞
と
毎
日
新
聞

（
い
ず
れ
も
全
国
版
）
に
掲
載

さ
れ
る
予
定
で
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
情
報
化

が
進
み
、
生
活
が
豊
か
に
な

っ
た
反
面
、
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
を
抱
え
る
現
代
社
会
に
お

い
て
は
、
人
の
心
や
行
動
、

社
会
の
背
景
を
研
究
す
る
人

間
科
学
の
役
割
が
ま
す
ま
す

重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

創
立
１
３
０
年
を
機
に
開

設
さ
れ
る
人
間
科
学
部
は

「
心
」と「
社

会
」
の
両
面

か

ら

「

人

間
」
に
つ
い

て
学
び
、
徹
底
し
た
少
人
数

教
育
に
よ
り
、
学
問
の
基
礎

で
あ
る
「
実
証
力
」
を
身
に

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

本
学
部
で
学
ん
だ
学
生
は
、

ど
の
よ
う
な
場
面
に
お
い
て

も
対
処
で
き
る
人
間
に
成
長

し
て
く
れ
る
と
期
待
し
て
い

ま
す
。

（
人
間
科
学
部
長
〈
２
０
１
０

年
４
月
就
任
予
定
〉
宇
都
榮
子
）

文
学
部
は
、
４
学
科
６
専

攻
か
ら
７
学
科
に
改
組
し
、

新
し
い
時
代
の
知
性
を
発
信

し
て
い
き
ま
す
。
専
門
分
野

を
じ
っ
く
り
学
ぶ
環
境
を
整

え
る
と
同
時

に
興
味
や
関

心

に

応

じ

て
、
学
部
内

で
横
断
的
に
学
べ
る
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
用
意
し
ま
し
た
。

少
人
数
教
育
で
ゼ
ミ
や
演

習
、
調
査
な
ど
の
授
業
を
行

い
、
学
生
の
応
用
力
を
培
っ

て
い
き
ま
す
。
自
ら
の
課
題

を
深
く
、
広
く
学
ぶ
４
年
間

で「
社
会
知
性
」を
養
っ
た
学

生
は
、
社
会
で
大
き
く
成
長

す
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

（
文
学
部
長

矢
野
建
一
）

人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

学
科
（
新
設
）
、
日
本
語

学
科
、
日
本
文
学
文
化
学

科
、
英
語
英
米
文
学
科
、

哲
学
科
、
歴
史
学
科
、
環

境
地
理
学
科

本
学
図
書
館
所
蔵
の
江
戸

時
代
後
期
の
戯
作
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
「
向
井
家
江
戸
期
和
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
フ
ラ
ン

ス
革
命
期
史
料
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
な
ど
の
中
か
ら
２
５
３
点

が
展
示
さ
れ
た
。

特
に
故
向
井
信
夫
氏
が
集

め
た
「
向
井
家
江
戸
期
和
本

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
は
約
４
０

０
０
作
品
が
本
学
に
移
譲
さ

れ
た
ば
か
り
。
特
別
展
で

は
、
合
巻
「
偐
紫
田
舎
源

氏
」
（
柳
亭
種
彦
）
、
読
本

「
南
総
里
見
八
犬
伝
」
（
曲

亭
馬
琴
）
、
大
判
錦
絵
「
芳

涼
閣
両
雄
動
」
（
月
岡
芳

年
）
な
ど
色
彩
豊
か
な
１
２

３
点
が
並
び
、
訪
れ
た
人
々

の
目
を
引
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
展
示

は
、
一
大
コ
レ
ク
シ
ョ
ン「
ミ

シ
ェ
ル
・
ベ
ル
ン
シ
ュ
タ
イ

ン
文
庫
」
の
４
万
７
０
０
０

点
の
原
史
料
と
９
０
０
誌
９

万
５
０
０
０
号
の
逐
次
刊
行

物
（
新
聞
な
ど
号
数
を
追
っ

て
出
さ
れ
た
刊
行
物
）
の
中

か
ら
１
３
０
点
を
展
示
。

「
人
権
宣
言
」
、「
陳
情
書
」、

「
マ
リ
ー
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ

ト
に
対
す
る
死
刑
判
決
書
」

の
ほ
か
「
デ
ュ
シ
ェ
ー
ヌ
お

や
じ
」
を
特
集
し
た
エ
ベ
ー

ル
の
新
聞
な
ど
初
出
品
と
な

る
も
の
も
多
か
っ
た
。

１１
月
２１
、
２２
の

両
日
に
は
記
念
講

演
会
が
開
か
れ
、

盛
況
だ
っ
た
。

創
立
１
３
０
年

記
念
展
示
と
し
て

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス

か
ら
始
ま
っ
た
巡

回
展
示
「
創
立
者

同
時
代
展
」
も
同

時
開
催
さ
れ
た
。

（
３
面
に
関
連
記

事
）

専
修
大
学
図
書
館
特
別
展
「
二
つ
の
モ
ダ
ー
ン

江

戸
文
化
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
」
（
協
賛

紀
伊
國
屋
書

店
、
ジ
ュ
ン
ク
堂
書
店
）
が
１１
月
１７
日
か
ら
２２
日
ま
で

東
京
都
豊
島
区
・
東
京
芸
術
劇
場
展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で

開
催
さ
れ
、
連
日
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
６
日

間
で
１
８
０
０
人
が
訪
れ
た
。

石
巻
専
修
大
学

北
海
道

短

大

「豊かになった社会 なぜ生きづらいのか」

本
学
の
教
員
も
加
わ
っ
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

精
神
医
学
、社
会
学
、心
理
学
、哲
学
の
観
点
か
ら

「
心
」と
「
社
会
」の
両
面
か
ら
考
察

江江戸戸期期和和本本ななどど貴貴重重なな収収集集２２５５３３点点

香
山
リ
カ
氏
、上
野
千
鶴
子
氏
迎
え

生
き
る
の
が
し
ん
ど
い
若
者
た
ち

●
人
間
科
学
部

●
文
学
部

▲ 満席となった会場で左から下斗米教授、香山氏、大庭教授、上野氏、嶋根教授

自
己
実
現
へ
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

心
理
学
科
、
社
会
学
科

香

山

氏

ネ
オ
リ
ベ
改
革
が
も
た
ら
し
た
も
の

新
自
由
主
義
に
よ
る
格
差
の
拡
大

上

野

氏

▶

読
本
「
南
総
里
見
八
犬
伝
」、
合
巻
「
偐
紫
田
舎
源
氏
」
な
ど

図

書

館

���������
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